
17A 17ク イー ン セイ コー

1)f■  様

機 械 落径

機 械 厚 ミ

テ ンプ振 動 数

片振 り修 正 装 置付

13.50mm

3.20mm

21,600回 //日寺

2)特  長

小 さい スペ ー ス を十分 活 用 した特 殊 輪 列 を採

用 す る こ とに よ り、大 きな香箱 とテ ンプ を組

み込 み ま したの で極 小 時計 に もか か わ らず大

型 時計 を しの ぐ安 定 4生能 を有 して い ます。

また ヒゲゼ ンマ イの巻 方 向 を左 方 向 に して携

帯 中 に生 ず る姿 勢差 を少 な くしま した。

小 型 時 計 に は設 計上 困難 とされ て い るプ リ ッ

ジ式 の テ ンフ
゜
受 、 ア ンクル受 を採 用 して脱 進 、

調 速機 の精 度 を向上 させ ま した。

この よ うに小 型 で高精 度 の婦 人用 時計 と して

その は た ら きを維持 す るため 、二 つ 開 きケー

スの場 合 は防塵 中枠 を採 用 して い ます。

3)分 解 ・ 組 立

分解 は図 の番 号①― ⑬ の順 序 に分 解 して くだ

さ い。

組 立 は 図 の 番 号 ④ ― ① の順 序 に組 立 て て くだ

さ い。

4)注  油

図 の 色 は 油 の種 類 と注 油 箇 所 及 び注 油 量 を示

し ます 。

種 類

0メ ー ビ ス A

_セ イ コー ウ ォ ッチ 油 S-4

注 油 量

―
多 め に

― 標 準 量

‐ 極 く少 量

指 示 の な い箇 所 に は注 油 し な い で くだ さ い。

ムー ブメ ン ト

セ イ コー ウ ォ ッチ 油 S-4の 注 油 方法
地 板 ・受 な どの表 輪 列 、 その他 の ホ ゾ穴 へ の注 油 は

ホ /を 入 れ る側 に S-4油 を図 の よ うに注 油 して く
だ さし、

石 入箇 所

香箱車 二番車 三番車 四番車 ガンギ車 アンクル テ ンプ
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石

上

受

石 〇 ○

穴

石 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

下

穴

石 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

受
石 ○ ○

その他 bb D

‐７
　
　
石

上

受
石 ○

穴
石 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

下

穴
石

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

受
石 ○

その他 bb D

-17A-1-



―

―
      

―

一 一 一 一 一 一 一 一

~~~~~~

17A 切 換 機 構

分 針
―
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裏 押 エ ネ ジ (2本 )―一 一 一 一 ^、、

裏 才甲エ

日 ノ憂 車

σ蒸蒔の注→
分 車 (筒 カ ナ 付 )

分早か ら筒 カナ をはずさないで

ください。

針回 し トル クは分車 と筒 カナの

ス リ ノプで きまります。

鉾①
筒 車

(2)

②

カンヌキ

オシ日④
注 油 は 図 の

④
②

①小警車

③防鰤

―址一文字板止ネジ①
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17A 輪:夕J 脱 進  調速機構

①Fgil二塁ヽ
同 時 に締 め ます。

ダイヤシ ョック

⊂≡蒔の注う
二 番 受 、 香 箱 受 を

同 時 に締 め ます 。

丸 穴 ネ ジ

丸穴 伝 工 車 座 と兼 用

角穴ネジと丸穴 ネジは兼用て

左 ネジです。

①

①
ヽ
γ
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① =/\E+->
フィックス

①―

二 番 受 と二 番 車 の組 み 方

①
暮藉車 ―

①
①
①
①

三 番 車

四 番 車 て
‐ヽ
/1

九 穴 伝 工 車 と兼 用 で す

賃こ ヒ
⑩翼座、

猾 ①

%禦 ==理Ω6

凩  []QO

レ// ~オシ削ピン①
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5)構  造

5-l 特 殊 輪列
17ク ィーンセイコー は新 しい特殊 輪 列 の採 用 に

よ り、非常 に大 きな香箱 とテ ンプ を使 用 して

い ます。 この ため二 番 車 はム ー ブ メ ン トの 中

心 か らはずれ て い ます。 分針 の つ く筒 カナ は

分 車 に取 り付 け られ 、分 車 は地板 裏 面 に立 て

られ た中′とヽパ イプ に組 み込 まれ て い ます。

従 って力 の伝 達径 路 は次 の よ うに な ります。

香箱 車→ 二 番 車→ 分  車→ 筒  車

表輪 列 の 力 の伝 わ り方 は従 来 と同 じです。

(図 -1)

5-2 分  車

筒 カナ は従 来 と異 り分 歯 車 の 3本 の ア ミグの

弾性 に よ り分 歯 車 に取 り付 け られ 、針 回 しの

際 1ま その 3ヵ 所 の弾′性音るが ス リップ して筒 カ

ナ が 回 ります。

この ため針 回 し トル クはりF常 に安 定 し トル ク

調 整 の必要 は あ りませ ん。   (図 -2)

5-3 巻 真抜 機 構

従 来 の継 手巻 真 に代 る機 構 です。

図 の よ うに オ シ ドリ尾音БAを オ甲す とC点 が支

点 とな り、 B部 が上 り巻 真 の脱 着 が で きます。

また従 来 の よ うに裏 ブ タ側 か らオ シ ドリピ ン

を押 して も巻 真 を抜 くこ とが で きます。(図 -3)

1. 香 箱 車

2. 二 番 車

3. 二 番 車

4. 四 番 車

5. ガ ン ギ車

6. ア ン ク ル

7. テ  ン フ゜

8. 日 ノ 裏 車

分   車

図 -1

/一分 歯 車

ス リ ッ プ 部

図 -2

オシ ドリ オシ ドリ押エ

オシ ドリピン


